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山や
ま
谷や

古
墳　

西
蒲
区
福
井

　

山
谷
古
墳
は
西
蒲
区
福
井
に
あ
り
、
矢や

垂た
れ

川が
わ

の
す
ぐ
近
く
、
角
田
山

南な
ん

麓ろ
く

か
ら
東
へ
張
り
出
し
た
尾
根
の
先
端
部
に
あ
る
。
標
高
は
約
五
五

メ
ー
ト
ル
、
平
地
と
の
比
高
は
約
四
三
メ
ー
ト
ル
で
、
古
墳
か
ら
は
東

に
広
が
る
越
後
平
野
を
一
望
で
き
る
。

　

山
谷
古
墳
は
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
、
地
元
在
住
の
藤
田

１１
２２

治
雄
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
が
、
当
時
は
一
般
に
認
知
さ

れ
ず
、
昭
和
五
十
六
年
の
新
潟
県
教
育
委
員
会
の
分
布
調
査

に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
古
墳
の
全
容
解
明
を

望
む
声
が
起
き
た
の
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
八
年
と
六
十
二

年
に
、
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
学
術
調
査
が
行

わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
後
期
の
高
地
性
集
落
が
廃
絶
し
た

地
に
造
営
さ
れ
た
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
古
墳
は
尾
根
の
頂
上
に
造
ら
れ
た
全
長
三
七
メ
ー
ト
ル
の

前
方
後
方
墳
で
、
こ
の
墳
形
と
し
て
は
日
本
海
側
北
端
で
あ
る
。
尾
根
を
削
っ
て
あ
る
程
度
の
形
を
造
成
し
た

後
に
、
土
を
盛
り
上
げ
て
墳
丘
を
完
成
さ
せ
、
最
後
に
古
墳
の
後
方
部
の
頂
上
を
掘
り
込
み
、
そ
の
底
に
棺
を

図78　古墳の位置　１,山
谷古墳　２,御井戸B遺跡
２万5000分１地形図「角
田山」

図79 後方部の調査　中央の
細長い窪みに木棺があった　
新潟大学考古学研究室提供
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置
い
て
か
ら
再
び
土
で
覆
い
密
閉
し
て
い
る
。
棺
は
半
裁
し
た
丸
太
の
内
側
を
刳く

り
貫ぬ

い
て
作
ら
れ
て
お
り
、

長
さ
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
棺
の
中
に
は
、
鉄
製
品
三
片
と
管
玉

七
点
、
ガ
ラ
ス
小
玉
三
四
点
が
副
葬
品
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
古
墳
の
下
か
ら
は
、
古
墳
の
上
か

ら
転
落
し
た
と
み
ら
れ
る
壺つ

ぼ

と
甕か

め

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
品
物
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期
の
中
ご
ろ
（
四
世

紀
中
ご
ろ
）
に
造
ら
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
谷
古
墳
の
あ
る
尾
根
の
眼
下
に
は
、
同
時
代
の
県
内
屈
指
の
大
集
落
で
あ
る
御お

井い

戸ど

Ｂ
遺
跡
が
あ
る
。
こ

こ
が
古
墳
に
葬
ら
れ
た
有
力
者
の
生
前
の
居
住
地
で
あ
ろ
う
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
大
量
の
土
器
や
ヒ
ノ
キ
製
の

梯は
し

子ご

、
鶏
の
頭
を
模
し
た
土
製
品
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。
北
海
道
に
起
源
を
も
つ
続
縄
文
土
器
も
見
ら

れ
、
広
範
囲
に
交
流
ル
ー
ト
が
及
ん
で
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

山
谷
古
墳
は
南
側
か
ら
眺
望
さ
れ
る
の
を
意
識
し

て
造
ら
れ
て
お
り
、
御
井
戸
Ｂ
遺
跡
の
集
落
か
ら
古

墳
に
通
じ
る
道
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
谷
古

墳
の
出
土
品
は
、
現
在
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
巻
郷
土
資
料
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

図80　副葬品　左上段,管玉　左下段,ガ
ラス小玉　右,鉄製品

図81　前方部に供えられたと推定され
る土器　左上の高さ33センチメートル


